































































































































































































































































































































































































































０９正返～８２６壬返 ２８正亟～７３２圧返 ５４７，ｓ ６０１池～828[並
５４４，ｓ ２９正返～７５０１並 ４６０，ｓ １９１返～６８５正亟 ６００，ｓ ２．１１亜～７６０１通
４６０，ｓ 日ＢI近～６５７１士 ４６０，ｓ ４６１過～62.91正 １４１並～Ｂ３５正返
表１４バットの長さによる影響（人体接触型による計測、ショートタイムフーリエ変換による分析）
経過時間幅 経過時間幅 経過時間幅
２４７０，ｓ ００正返～日２５圧返 ２３１８，ｓ ００正返～３７９正退 ｌ２０２ｍｓ ００壬返～日４９壬退
００１セーヨ２６圧迫 ２３６８，ｓ ００１返～７０５正亟 ｌ７７３ｍｓ ００１セー３３２匹進
001七～BOE池 ２３４８，ｓ 001通～６４５[セ ｌ７Ｂ５ｍｓ ＯＯＩ近～４１０Ｈｚ
被験者Ａ 被験者Ｂ 被験者ｃ
帯域幅 経 帯域幅 帯域幅
経験者 50.7, ４８１池～９４１FB２ ４６８，ｓ ００正返～７９７１返 ４５.Ｂｉnｓ 0.0王士～87.71返
未経験者 ６５.ans 0.01並～７４日[通 0.01返～６２肝Eｚ ５７.Binｓ ０．０正返～７０２圧士
被験者Ａ 被験者Ｂ 被験者ｃ
帯域幅 帯域幅 帯域幅
経験者 １０ ， 0.01並～４４１FIｸピ ９５.ａｎｓ ０．０１通～３５７１返 ９２.ａｎｓ ０．０１七～８６．２[池







経験者 89.4,ｓ １５.aHs～111.31主 g８ＢＵｎｓ 13.5正返～７９．日[士 86.6,ｓ １２５１返～８６．６[進
未経験者 １３ ， 100圧迫～７６７１士 １２６２，ｓ 1131七～76.71セ １０９．５，ｓ １３０[進～81.1Ｈｚ
被験者Ａ 被験者巳 被験者Ｃ
帯域幅 帯域幅 帯域幅
経験者 １ ９．０， 2.31士～１１５．５[迫 2 ３．５， １６１並～１５７．６正返 ３３１通～１１８１Ｈｚ
未経験者 １２王土～１１３０[迫 ３．１， １１１セー９８９正返 １２１セー９８９匹池
被験者Ａ 被験者巳 被験者ｃ
長さ 帯域幅 帯域幅 帯域幅
82cｍ 48.8,ｓ 1通 82.61セ 42.日｡ｎｓ 2.8モセ～７３ 匹七 54.7, 通 ８２２ﾓセ
７６cｍ １セー７５ｍ進 46.0, 1.91亟～６８ 返 2.1正弦 [迫
７０cｍ 46.0, 3.8正返 65.71立 ．６I近 圧迫 56.劃ｎｓ 1.41返～８３
被験者△ 被験者己 被験者Ｃ
長さ 帯域幅 帯域幅 帯域幅
82cｍ ７．０， 001七 ３ Ｂｒ進 １ ～３７． 匹進 １ ， ３ 圧返
７６cｍ ２０５．７，ｓ 0.0I近～３２ [士 ６．８， ．０王士 ．５正返 １ ７．３， ．０１ｔ～３３ 圧迫




ｌＯ９０ｍｓ １１７１池～９２７１士 ｌｌ３Ｂｍｓ １１５正返～８２７１返 ２０９１返～８８１１池
ｌｌ２ａｎｓ １０日[並～８７１１セ １１２正返～７６１１士 １８Ｂ圧也～８２Ｂ[並
ｌ２４２ｍｓ １０日[近～７０Ｂ[並 １０７２ｍ目 １１１１並～６８６圧返 １９８圧迫～８１１１セ
表１６バットの長さによる影響（人体接触型による計測、ウェーブレット変換による分析）
経過時間幅 経過時間幅 経過時間幅
４０７３，ｓ １５１通～１８４６１返 ３１４０，ｓ ２２１返～１２０５１通 ２４０８，ｓ ２．４１通～１４５６１亟
４４８３，ｓ １５１返～１４７５１並 ３２９日ｍｓ ２４２２，ｓ ２４１返～１４１１１並

















長さ 経 帯域幅 帯域幅 帯域幅
82cｍ １０９．０， 11.71返 ．７王返 113.3Unｓ 11.51セー８２ 83.5mnｓ 209圧迫～88.1王返
７６cｍ １１２.ans 10.3[七 ．１正返 93.5,ｓ 11.21セー ．１王近 92.7,ｓ ５[七～８２．８圧迫
７０cｍ １ ４．２， Ｂ 辻 ８ 近 107.2ｍｇ ．１王返 ．６[池 ８７.ａｎｓ 日[並～８１． r並
被験者Ａ 被験者Ｂ 被験者Ｃ
長さ 帯域幅 帯域幅 帯域幅
82cｍ 407.3, 1.51返～１８４ 314.0, 2.21返 ．５１ ０．８， 2.41セー 返
７６０ｍ 151 ～147.51セ ａ 2ユエセ～７６２匹並 ２．２， 2.41近 ．１１返
７０cｍ ３ セー Ｈｚ 290.4, 2ユI近～57.6h 161セー 七
被験者Ａ 被験者巳 被験者ｃ
重さ 帯域幅 帯域幅 帯域幅
8８０９ 47.9,ｓ 1.51士～８６． Ｈｚ 24.4Ｈｚ～１３５８正返 ４３.aｎｓ 23.7Ｈｚ～１２３.Br近
910９ 45.7,ｓ .71池～８６ 王返 ４４４，ｓ ２７８匹進～１３２．９正返 ４２Ｂｉｎｓ 22.7王返～117.2匹士
9４０９ 47.5,ｓ ０．０I近 圧 ４２２，ｓ 251王返～１２９５１辻 ４３.ａｎｓ ２０．８圧迫～１０６．８１返
9７０９ 46.1,ｓ ０．４１返 ．３圧迫 ４３３，ｓ 27.2圧迫～128.0正返 ４４.ａｎｓ 20.1王返～１０３．９１返
被験者Ａ 被験者巳 被験者ｃ
重さ 帯域幅 帯域幅 帯域幅
880９ 224.6, ００１吃～７３ｐＨｚ ００１七～４８９Ｈｚ 162.7, 0.01並～３９６圧池
9１０９ 2283,ｓ ００I近～４５７１返 ００１企～４１０１士 １ ， 001士～B２Ｂｈｚ
９４０９ 222.9, 0.0王士～４０．５正返 ０．９，ｓ 0.01吃～３５．日[士 0.01返～31.5正池




帯域幅 経過時間幅 帯域幅 経過時間幅 帯域幅
8８０９ 92.6tｎｓ 15.2[士～１０２．４１辻 ５１.罰ｎｓ 302匹七～１５７．４王返 57.9, 289[池～１４０８１士
9１０９ 87.4,ｓ 152匹並～９５０T並 ５２３，ｓ 33.9圧返～１５５２正返 ５６．６，ｓ 27.71通～１３４１正亟
9４０９ 97.5,ｓ １４Ｂ[士～９９．０Ｈｚ ．５， 315正返～１５０．９r士 ６３．４，ｓ 259匹池～１１９Ｂ[七


























重さ 経過時間幅 帯域幅 経過時間幅 帯域幅 経過時間幅 帯域幅
8８０９ ２５０．３，ｓ ３４１士～１２１．７１辻 ４６４．１，ｓ 1.61返～１３７．７r士 ２８６．５，ｓ ２３I近～１１３．日[進
9１０９ ２４５８，ｓ 2.71並～１２２．７１セ ５４５．４，ｓ 1.41並～１４９．１１辻 297.4,ｓ 2.61企～１０６．６１企
9４０９ ２９４７，ｓ ２３１池～１２９．６Ｈｚ ５５２３，ｓ 141返～１３１．５１士 ２８０．９，ｓ 28正返～１０８４１七
9７０９ 338.3,ｓ 221並～１２４ｍ進 ４８９．８，ｓ １７１セー１２８０１並 ２８８７，ｓ 2.51士～126.61七
東恒人・難波謙一9４
め、その音は軽く乾いた音になる。この結果は、経験者のバット速度が速いことに起因する。
バットの長さによる影響は、バットが短くなるにつれて、帯域幅の上限周波数が低下する傾向にあること
がわかる。バットを短く持つとバット速度が速くなるが、バットの表面積が減少し、帯域幅の上限周波数の
低下という影響が現れる。このことから、「バット速度が速い」ければ、「素振り音の帯域が広い」とは一
概に言えない。バットの長さが６ｃｍ短くなると、帯域幅が数１０Ｈｚも低下している場合もあり、バットの長
さは素振り音に大きな影響を与えていることがわかる。
バットの重さによる影響は、バットの長さによる影響の場合と同様に、バットが重くなるにつれて、帯域
幅の上限周波数が低下する傾向にあることがわかる。このことは、バットを重くすると、バット速度が遅く
なることに起因する。しかし、バットの重さによる帯域幅の低下傾向は、長さによる影響よりは少ない。ま
た、経過時間幅が、バットが重くなるにつれて、広くなる傾向は、全被経験者で得られた傾向ではなく、野
球経験の差による影響よりも個人的な差に依存すると考える。
5.4本稿の結果の応用
野球のバットに限らず、ゴルフクラブ、テニスやバトミントンのラケットなどを用いてスイングすると、
風きり音が発生する。この風きりの音の鋭さはスイングの鋭さに対応している。従って、スイングの鋭さの
程度を評価する場合には、本稿で得た評価パラメータ（継続時間幅と帯域幅）が適用できそうである。また、
この評価パラメータのみを自動計測できるようにしておけば、上記のスポーツ分野におけるスイング評価装
置の開発が可能となるであろう。
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Somebaseballplayersoftenpracticefi･eebatswingingindarknarrowroom､They
listentothenoiseofbat,whichisswungthroughtheair,andthenconfirmtheconditionsofbatswinging
Thebatswingingisadjusteddependingonauditorysenseoftheplayerhimselflfthefi･eebatswinging
noiseisrecorded，itisadvantageousinthattheplayingconditionsoftheplayercanbedeterminedand
evaluatedatanytimeasdesiredTherefbre,ifthefeaturesofthefreebatswingingnoisecanbequantified，
itmaybepossibletodevelopascientificinstrument,toadiustandmeasurethebatswinginｇ
ｌｎｔｈｅｐｒｅsentarticle，ｉｔｉｓａｔｔｅｍｐｔｅｄｔｏｄｅｖｅｌｏｐａｍｅｔｈｏｄｔomeasureandanalyzethefi･eebat
swingingnoise,Specialnoticeisgiventotimevariationcharacteristicsoffrequencycomponentsobtained
bytheaboveanalyticalmethodAstheparametersfbrtheevaluationoffieebatswinging,thedurationof
noiseandthebandwidthareproposed．
